
　   　　　　　　　　こんなことに気を付けましょう

　　　　　　

衣

　　　　　年末年始の急病は？

　　　　急な発熱やけがに備えて、事前にかかりつけの病院の他
　　　  近くの救急病院の診療時間と休診日は確認しておきましょう。
        また，帰省先の救急病院の情報も把握しておくことが大切です。

　歩かないようにしましょう

　　　　　咳エチケットを
　　　　　守りましょう

　　　　　乾燥しないよう加湿
　　　　　器をつけましょう

　　　　　早寝早起きを
　　　　　　しましょう

　　   　　ワンポイントコラム

　ポケットに手を入れたまま

    寒い時期のけがや病気に注意！

　　　　年末年始はほとんどの病院が休診となります。  お子様の急な発熱や

　　　　　　　　　　　　感染症にならないよう、人の　　　　　　　1時間に１度
　　　　　　　　換気しましょう 多い場所は避けましょう

　　　手洗い、うがいを
　　　こまめにしましょう

●咳エチケット
咳やくしゃみをする時は、病気が広がらないよう周囲へ
の気配りが必要です。咳エチケットを守り、感染を防ぎ
ましょう。

●咳、くしゃみをする時はティッシュペーパーで鼻
や口を押さえ（もしくは自分の腕で口を覆い）、周
りの人を避けて行いましょう。

●マスクをして、他の
人にうつさないように
しましょう。

●鼻をかんだ後のティッ
シュペーパーは、すぐにゴ
ミ箱（できればふた付き）
に捨てましょう。

室温管理・
換気

部屋の中を温め過ぎると、空気が乾燥し、
具合の悪くなる子が出てきます。設定温度
は18～20℃を目安に、なるべく足元を中心
に温め、上半身は温め過ぎないようにしま
しょう。また、１時間に１回は窓を開けて
空気の入れ替えを行い、加湿器などで部屋
の湿度を保ちましょう。加湿器がなくても、
室内に洗濯物を干したり、コップ一杯の水
を暖房器具の近くに置いたりすることで、
部屋が乾燥しにくくなります。




